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研究成果の概要（和文）：本研究は、縄文時代中期末葉に出現する注口付浅鉢の煮沸具化の過程と展開、用途の
解明を目的として実施してきた。
　資料分析からは、注口付浅鉢の成立について、より詳細な過程を明確にすることができた。一方、関東・中部
地方における注口付浅鉢は、称名寺Ⅰ式期に加曽利E式系の浅鉢として受容され、称名寺Ⅱ式期には北関東地方
で事例の増加がみられた。堀之内1式期には南関東でも事例が増加するが、注口部の形骸化が認められた。これ
らの後期浅鉢への系譜関係は今後の課題である。次に内面付着炭化物の分析結果では、内容物は深鉢とは異な
り、油脂を多く含む堅果類等を示すデータが得られた。加えて、使用痕分析と煮沸実験も実施した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is clearly shown that the spouted shallow bowl 
coming into use as vessels for boiling food, what foods boiling which emerged in end of middle jomon
 period. 
I cloud shown more detailed process of emergence of the spouted shallow bowl by analysis of data. 
The other side, I figured out that the spouted shallow bowl in kanto-chubu areas had accepted as 
Kasori E phase shallow bowl in Shoumyouji Ⅰphase, the spouted shallow bowl in northern Kanto area 
in Shoumyouji Ⅱphase. Then in Horinouchi 1 phase those had increased in southern Kanto area, but 
the spout had become a bead letter. Further, judging from the C/N rate indicated by carbon and 
nitrogen stable isotope analysis, it is clearly shown that spouted shallow bowls and deep bowls used
 as vessels for boiling differed in their contents. Additionally I practiced analysis of use marks 
and experimentation of boiling by imitation pottery.

研究分野： 考古学
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１．研究開始当初の背景 

縄文土器は、最近の AMS年代測定法による

分析研究の結果、約 15,000 年前まで遡るこ

とが明らかになってきた（小林・工藤編 2011

など）。しかし、縄文土器は出現してから約

10,000 年間、深鉢のみを煮沸具としていた。

前期前葉になると浅鉢が出現し、中期前葉に

は広く普及するが、中期末葉（約 4,500年前）

になると、東北地方で注口をもつ浅鉢が煮沸

具として使用されるようになる。当該期は、

ボンド・イベントと呼ばれる「4.3ka イベン

ト」の存在など、気候冷涼化や植生変化が指

摘されており（安斎 2012、辻 2000）、注口付

浅鉢の出現は、この時期の生業形態や調理法

における大きな変化を示している可能性が

ある。同地域では、大形屋内炉である「複式

炉」の出現も注目され、注口付浅鉢の煮沸施

設や、トチノキなどの堅果類のアクヌキとの

関連性が考慮される。 

 申請者は、これまで縄文時代中期末葉～後

期前葉にかけての東日本における文化的・社

会的変化の解明を研究テーマとして、環状列

石の出現と拡散（阿部 1998・2008）、集落構

造の変化（阿部 2011）、複式炉の出現から拡

散・消滅に至るプロセス（阿部 1999・2000・

2008）、土器器種の研究（阿部 2006a･2006b・

2006c・2008）、土偶、石棒、石刀、鐸形土製

品、ミニチュア土器などの精神遺物の研究

（阿部 2009・2010a･2010b・2010c・2012a･

2012b・2012c・2015）を進めてきた。そのな

かで、東北地方で中期末葉に出現する注口付

浅鉢に注目し、これまでの縄文中期浅鉢が非

煮沸具（盛付具など）であったのに対して、

注口部を備えて煮沸具へと変貌する過程を

明らかにした（阿部 2006a）。 

 縄文土器の器種研究は、近年盛んに行われ

るようになったものの、研究の方向性は編年

研究の延長線上にあり、型式学的な文様系統

論から脱するものではない。編年研究も重要

であるが、やはり土器器種の研究は、編年だ

けでは不十分であり、その機能・用途、さら

には社会的意義を明らかにする必要がある。

しかし、土器器種といっても煮炊きを伴わな

い容器の多くは、使用痕が残らないため、形

態や出土状況などから検討せざるをえない

のも現実である。 

 このような視点から、申請者は注口付浅鉢

の内面に付着する炭化物の起源を解明する

ために、自然科学分析（炭素‐窒素同位体比

分析、C/N 比分析）が有効であると考え、そ

の分析法を採用することで、深鉢とは異なる

煮炊き法の可能性を示すことができた（阿

部・國木田・吉田 2012、阿部 2014）。つまり、

深鉢等で得られる通常の値よりも窒素含有

量が低く、C/N 比が高い値が得られたことか

ら、深鉢による煮炊きとは異なる調理法の出

現の可能性が出てきたのである。たとえば、

油脂加工具の可能性も想定される。しかし、

これまで分析研究では、新潟・山形県の遺跡

を対象とした試料が 10 点と少なかったこと

から、データの数的保証を増して、これらの

分析結果を検証する必要がある。また同時期

の深鉢の使用痕や付着炭化物との比較検討、

さらに周辺地域に対象を広げることも必須

である。 

  

２．研究の目的 

本研究は、縄文土器の器種分化の意義につ

いて自然科学分析と使用痕分析から迫るも

ので、具体的には、縄文時代中期末葉におけ

る浅鉢の煮沸具化の過程とその用途の解明

を目的とする。 

縄文土器は、世界のなかでも最古級の年代
を示すことがわかってきたが、出現から約
10,000年もの間、ほぼ深鉢のみを煮沸具とし
て使用していた。それが、中期末葉になると
東北地方南部で注口付浅鉢が煮沸具として
出現する。これらの注口付浅鉢の関東・中部
地方への拡散過程とその用途を解明するた
めの方法として、基礎的な事例収集・分析作
業に加えて、土器の使用痕（スス・コゲ・二
次焼成等）の観察記録および自然科学分析
（炭素‐窒素同位体比分析、C/N 比分析）を
用いる。 
 



３．研究の方法 

本研究では、注口付浅鉢が深鉢とは異な

る煮沸具として出現する意義を解明するた

めに、①土器使用痕の観察・記録（資料調

査）、②付着炭化物（試料）の自然科学分析、

③資料集成・分析作業を研究の柱とし、３

年間で実施する。遺物の観察記録において

は、基礎資料として網羅的に集成したデー

タから資料調査の対象資料の抽出を行う。

資料調査では、土器使用痕（スス・コゲ・

二次焼成等）の観察記録を行い、良好に付

着物が認められる資料を抽出して、サンプ

リングした分析試料の自然科学分析（炭素-

窒素同位体比分析、C/N 比分析）から煮炊

きされたものを解明する。これらを総合的

に分析して、縄文土器の器種分化と浅鉢が

煮沸具化する意義を解明する。 

 
４．研究成果 

本研究は、縄文時代中期末葉に煮沸具と

して隆盛する注口付浅鉢を対象として、東

北地方での中期末葉における成立過程と、

関東中部地方への拡散プロセスの解明、さ

らには自然科学分析と使用痕分析から用途

の解明を目的として実施してきた。 

注口付浅鉢の成立については、大木 8b

式期にも散発的に事例が見られるものの、

分布傾向や時期的連続性を考慮すると、や

はり大木 9式期古段階が成立期であると結

論づけられる。また同時期に出現する複式

炉と関連する可能性があり、両者は煮沸具

と火処の関係にあることから、煮炊き行為

において有機的に関連すると考えられる。

しかし、大木 9式～大木 10式期の注口付浅

鉢は、東北地方中部・南部に偏在し、複式

炉分布圏のなかでも限定され、東北地方北

部や祖形的複式炉が多い信濃川中・上流域

では注口付浅鉢の普及はほぼ認められない。

つまり、複式炉の分布域においても、条件

が異なる地域では採用されなかったことが、

注口付浅鉢の役割を読み解く手がかりにな

るかもしれない。現状では、注口付浅鉢の

出現地域においては、土器埋設複式炉と注

口付浅鉢は、“火処と煮沸具”という関係性

を有していたことは明らかであるが、使用

痕からは土器埋設部ではなく、石組部で加

熱が行われた可能性が考えられる。しかし、

これは複式炉の役割の一部を担っていたに

過ぎず、複式炉を含む大形石組炉が隆盛す

るなかで地域的に発達した煮沸具であると

理解される。それ故に、注口付浅鉢は東北

地方南部や新潟県域において複式炉が方形

石組炉に変化した後も継続し、称名寺Ⅰ式

期以降に関東地方や中部地方にも普及する

のである。 

一方、称名寺式期における関東・中部地

方への注口付浅鉢の普及過程であるが、称

名寺Ⅰ式期には加曽利 E式系の浅鉢として

受容されるとみられる。この時期の分布は

局所的分布を示さず、事例は少ないものの

関東中部地方の広範囲に分布が認められる。

次の称名寺Ⅱ式期になると、事例が増加す

るものの、北関東地方に事例が多く、南関

東や中部地方では比較的希薄であると考え

られる。その後の堀之内 1式期には南関東

でも事例が増加するが、注口部が形骸化し

て円孔だけになる傾向がある。同時期の東

北地方中南部や新潟県域でも、注口付浅鉢

が継続して存在し、三十稲場式系の特徴的

な浅鉢や称名寺Ⅱ式系の注口付浅鉢、南境

式系とみられる注口付浅鉢などが認められ

る。しかし、その後の堀之内２式期には内

屈口縁が衰退するとともに、外反する後期

浅鉢へと変化していく。これらが、後・晩

期の浅鉢へと系譜的につながる可能性は高

いが、後期浅鉢のなかにもスス・コゲが付

着するという見解や、後期前半期に入って

二次加熱を受けた資料が急速に減少すると

いう指摘があることからも、後期浅鉢への

系譜関係は今後の課題である。 

次に、内面付着炭化物の分析結果は、こ



れまでの分析値とほぼ同様な傾向を示すこ

とが確認された。つまり、炭素同位体比が

低く、窒素含有量が低い傾向があり、内容

物は陸上植物起源の可能性が高く、さらに

は油分が多いものを煮炊きした可能性を示

唆している（阿部・國木田・吉田 2016b）。

これらから、少なくとも同時期の深鉢とは

異なる加熱調理が存在することが明らかに

なった。現段階で、分析者の國木田大氏は、

これらが油脂利用の調理・加工の可能性を

指摘しているが、浅鉢に特化した堅果類等

（油分の多いもの）の調理の可能性も完全

には否定できない。東北地方や関東地方で

は中期末葉以降に、トチノキの利用が高ま

ることも、これらの動向と関連する可能性

もある。 

また使用痕は、内面に層状炭化物が付着

する例も認められるもが、多くは黒変する

か薄いコゲが付着する程度で、外面に層状

炭化物が顕著に付着するのが特色である。

外面の付着物はススのみではなく、吹きこ

ぼれた内容物を含む可能性が高く、このこ

とからもデンプン質を多く含む内容物が加

熱されたと推測される。胴部に明確な二次

焼成痕（スス酸化）が形成されないことか

らも、炎加熱ではなくオキ火加熱の可能性

が高く、胴部のスス酸化が弱いことからも、

台形土器などの五徳状の台上に浅鉢を置い

て加熱を加えたことも想定される（阿部

2016a）。さらに、内面のコゲの特色から、

煮詰まるまで加熱しない煮沸行為であるこ

とが推測される。 

以上のことから、注口付浅鉢は、中期後

半期以降の屋内炉の大形化のなかで、深鉢

とは異なる浅鉢形の煮沸具として登場し、

次第に関東・中部地方に普及して後晩期の

浅鉢へと変化するか、もしくは「非煮沸系

浅鉢」と「煮沸系浅鉢」へと分化していく

可能性が考えられる。長期的に存続するこ

とからも、単なる儀礼的道具ではなく、一

定の必需性を有する煮沸具であったことが

推測される。現状においては、アク抜きの

煮沸具というよりは、煮沸による油脂利用

や油脂を多く含む煮沸料理の可能性を想定

したい。 

今回の分析結果は、少なからず深鉢とは

異なる煮沸具であることを示しており、内

容物については陸上植物起源の可能性が高

く、油脂を多く含む堅果類などの植物であ

ると想定される。そのほか、本器種の成立

過程や加熱の仕方などについて見解を示す

ことができた。さらには、これらの注口付

浅鉢は、器形から使用時の可視性や共用性

という特色があり、器面に赤彩や漆塗りの

ものが目立つことからも、儀礼的な共食の

ような行為に用いられたことも想定される。

当該期における東北地方南部での煮沸用浅

鉢の出現は、非常に重要な事象であり、そ

れ以前までの浅鉢とは機能・用途のうえで

一線を画しており、この時期の文化的・社

会的変化と関わると考えられる。この時期

は、注口土器や壺形土器など貯蔵具とみら

れる土器器種も発達し、粗製土器の顕在化

や小形深鉢の増加などが認められ、これら

を含めた土器器種の検討も重要である。こ

のような点からも、今後とも分析データを

蓄積していくとともに、実験考古学的手法

なども合わせて、内容物の解明を進めてい

く必要があるだろう。 
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